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★カンボジアにおける潜在自然植生理論に基づく森林再生プロジェクト＜レナフォ協力＞
（2013 年 5月 31日、プノンペン郊外のカンボジア王立農業大学構内）

２）宮城・川口神社（2013 年 5月 3日、宮城県亘理郡亘理町荒浜字明神西）
　川口神社は阿武隈川河口から 1.4㌔の右岸にあり、創始が 1634 年。大震災で高さ 3 ～ 4㍍の津波に洗われた
が建物の流失は免れた。氏子ら 320 人がこの社殿で約 2 カ月間避難生活を送ったという。被災前境内にあった

★啓明学院（2013 年 2月 7日、兵庫県須磨区横尾）＜レナフォ技術指導＞
▽主催：学校法人啓明学院
▽資金助成：日本財団
▽植樹実績：504㎡、スダジイ、アラカシ、ヤマモモ、モチノキ、ヤブツバキ等、30 種類 2044 本

日本財団の資金助成により 2011 年に次いで 2
回目の植樹。正門近くの法面（法長 2.5㍍～ 6㍍、
法勾配 1：1.5 ～ 1:1.8）に、宮脇昭・横浜国立
大名誉教授の指導により植えた。宮脇名誉教授が
高校生 1 ～ 3 年生 800 人を対象に講演し、その
あと植樹祭に移り、高校 3 年生と父母、教職員
計 190 人が参加した =写真㊨㊧。

樹齢 60 年のスギ約 90 本＝写真㊨＝は、海水につ
かったため 4 本を残して大半が枯死した。植樹祭
は晴天のもとやや強い風に悩まされながら、250
人が 2039 本を生き残った 4 本のスギの周りに植
えた =写真㊧。枯死したスギは他の 2 神社も同様
に植樹帯の周囲を囲む土留め材として活用した。

３) 宮城・鳥海塩神社（2013 年 7月 7日、宮城県亘理郡亘理町長瀞字大橋）
　鳥海塩神社は海岸から 2.2 キロのところにあり、約 400 年前、製塩業の興隆を祈念して建立された。拝殿が
高さ 2㍍の津波に流され、周囲の樹林はヤブツバキ 1 株を残してすべて枯死した。枯死した樹木の根は小割りし
て下層土に混ぜ込んだ。植樹祭は晴天の下、500
人が参加し、神社を囲むように幅員 3㍍、社殿の
背後は 6 ～ 15㍍幅に透水性のよい山土を客土し
て造成した植栽基盤に 2123 本を植えた＝写真㊨
㊧。
　▽主な参加団体：早稲田大学アメリカンフット
ボール部
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▽主催：カンボジア王立農業大学（RUA）
▽共催：IGES 国際生態学センター
▽監修・指導：宮脇昭・横浜国立大名誉教授
▽資金助成：公益社団法人国土緑化推進機構
▽主な参加者：RUA 学長、同副学長
▽植樹実績：1,600㎡に 9 種類 5000 本
　IGES 国際生態学センターが RUA と提携して
2012 年から開始した潜在自然植生理論に基づく森林再生プロジェクト。植栽地は RUA の敷地境界沿いの標高
15㍍の平坦地。植樹祭には学生 200 人と日本人ボランティアら計 230 人が参加した =写真㊨、㊧。


